
平成
へいせい

27年
ねん

12月
がつ

7日
にち

　札幌市
さっぽろし

障
しょう

がい福祉
ふくし

課
か

　作成
さくせい

1　障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

法
ほう

の概要
がいよう

等
とう

2　札幌市
さっぽろし

の対応
たいおう

方針
ほうしん

（案
あん

）について

【規定
きてい

内容
ないよう

の概要
がいよう

】 【対応
たいおう

方針
ほうしん

（案
あん

）の主
おも

な内容
ないよう

】

環境
かんきょう

の整備
せいび

（第
だい

5条
じょう

）

行政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

の

差別
さべつ

の禁止
きんし

等
とう

（第
だい

7～8条
じょう

）

主務
しゅむ

大臣
だいじん

は、差別
さべつ

の禁止
きんし

等
とう

について、事業者
じぎょうしゃ

が適切
てきせつ

に対応
たいおう

するための指針
ししん

を定
さだ

め、公表
こうひょう

するととも

に、特
とく

に必要
ひつよう

があると認
みと

めるときは、指針
ししん

に定
さだ

める事項
じこう

について、事業者
じぎょうしゃ

から報告
ほうこく

を求
もと

め、助言
じょげん

・

指導
しどう

・勧告
かんこく

をすることができる。（報告
ほうこく

をしなかった場合
ばあい

、虚偽
きょぎ

の報告
ほうこく

をした場合
ばあい

は罰則
ばっそく

あり。）

2

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

法
ほう

等
とう

の概要
がいよう

３

札幌市
さっぽろし

のこれまでの取組
とりくみ

（1）環境
かんきょう

の整備
せいび

札幌市
さっぽろし

における障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

法
ほう

への対応
たいおう

について　2015/12/14　札幌市
さっぽろし

障
しょう

がい者
しゃ

施策
しさく

推進
すいしん

審議会
しんぎかい

　資料
しりょう

1-1

国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

の責務
せきむ

（第
だい

3条
じょう

）

項
こう

　　目
もく

概
がい

　　　要
よう

法
ほう

の趣旨
しゅし

にのっとり、必要
ひつよう

な施策
しさく

を策定
さくてい

、実施
じっし

しなければならない。 1

対応
たいおう

方針
ほうしん

の位置
いち

付
づ

け等
とう

国民
こくみん

の責務
せきむ

（第
だい

4条
じょう

）

国
くに

・地方
ちほう

公共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

民間
みんかん

事業
じぎょう

者
しゃ

等
とう

職員
しょくいん

対応
たいおう

要領
ようりょう

（第
だい

9条
じょう

～第
だい

10条
じょう

）

事業
じぎょう

者
しゃ

等
とう

のための対応
たいおう

指針
ししん

等
とう

（第
だい

11～13条
じょう

・26条
じょう

）

相談
そうだん

等
とう

の体制
たいせい

の整備
せいび

（第
だい

14条
じょう

）

障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に寄与
きよ

するよう努
つと

めなければならない。

（2）職員対応
しょくいんたいおうよ

要領
うりょう

の作成
さくせい

（3）相談窓口
そうだんまどぐちた

体制
いせい

の明確化
めいかくか

概
がい

　　　要
よう

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解
かい

消法等の
しょうほうとう　　

考
かんが

え方
かた

を踏
ふ

まえ、改
あらた

めて障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

に向
む

けて、札幌市
さっぽろし

が率先
そっせん

して取
と

り組
く

む姿勢
しせい

を示
しめ

し、札幌市
さっぽろし

民
みん

全体
ぜんたい

で障
しょう

がいを理由
りゆう

とする

差別
さべつ

の解消
かいしょう

を推進
すいしん

するためのもの。

広
ひろ

く市民
しみん

周知
しゅうち

を図
はか

ることを想定
そうてい

しているため、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解
かい

消法
しょうほう

及
　およ

び国
くに

の基本
きほん

方針
ほうしん

等
とう

を整理
せいり

したものを掲載
けいさい

。

障
しょう

がい者
しゃ

から社会
しゃかい

的
てき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を必要
ひつよう

として

いる旨
むね

、意思
いし

の表明
ひょうめい

があった場合
ばあい

において、

その実施
じっし

が過重
かじゅう

でない場合
ばあい

は、必要
ひつよう

かつ合理
ごうりて

的
き

な配慮
はいりょ

※3を行
おこな

わなければならない。

障
しょう

がい者
しゃ

から社会
しゃかい

的
てき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を必要
ひつよう

として

いる旨
むね

、意思
いし

の表明
ひょうめい

があった場合
ばあい

において、

その実施
じっし

が過重
かじゅう

でない場合
ばあい

は、必要
ひつよう

かつ合理
ごうりて

的
き

な配慮
はいりょ

をするよう努
つと

めなければならない。

国
くに

の行政機関
ぎょうせいきかん

の長
ちょう

は、差別
さべつ

の禁止
きんし

と合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を適切
てきせつ

に行
おこな

うために必要
ひつよう

な要領
ようりょう

を定
さだ

めな

ければならない。地方
ちほう

公共団体
こうきょうだんたい

は定
さだ

めるよう努
つと

めなければならない。

これまで行
おこな

っている、障
しょう

がい者
しゃ

の理解
りかい

促進
そくしん

に関
かん

する取
と

り組
く

み等
とう

を整理
せいり

したものを掲
け

載
いさい

。

障
しょう

がいのある方
かた

のコミュニケーション
こみゅにけーしょん

支援
しえん

手話
しゅわ

や点字
てんじ

等
とう

のコミュニケーション
こみゅにけーしょん

手段
しゅだん

を利用
りよう

しやすい環境
かんきょう

づくりを促進
そくしん

するための条例
じょうれい

制定
せいてい

を検討
けんとう

障
しょう

がいのある方
かた

などに対
たい

して市政
しせい

などの情報
じょうほう

をわかりやすく提供
ていきょう

するため、市政
しせい

等
とう

資料
しりょう

印刷物
いんさつぶつさくせい

作成ガイドラインの改正
かいせい

を検討
けんとう

各区
かくく

の窓口
まどぐち

等
とう

において、コミュニケーション
こみゅにけーしょん

支援
しえん

ツール
つーる

(コミュニケーション
こみゅにけーしょん

支援
しえん

ボード
ぼーど

など)の導入
どうにゅう

を検討
けんとう

行政
ぎょうせい

機関
きかん

等
とう

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

は、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

※1の除去
じょきょ

の実施
じっし

についての必要
ひつよう

かつ合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

を的確
てきかく

に行
おこな

うため、施設
しせつ

や設備
せつび

の改善
かいぜん

、職
しょく

員
いん

の研修
けんしゅうとう

等、 必要
ひつよう

な環境
かんきょう

の整備
せいび

に努
つと

めなければならない。

事務
じむ

・事業
じぎょう

を行
おこな

ううえで、障
しょう

がいを理由
りゆう

として、障
しょう

がい者
しゃ

ではない者
もの

と不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取
とり

扱
あつか

い※2をすることにより、障
しょう

がい者
しゃ

の権利
けんり

利益
りえき

を侵害
しんがい

してはならない。

啓発
けいはつ

活動
かつどう

（第
だい

15条
じょう

）

地域
ちいき

協議会
きょうぎかい

の設置
せっち

（第
だい

17～20条
じょう

）

国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公共団体
こうきょうだんたい

は、障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

について国民
こくみん

の関心
かんしん

と理解
りかい

を深
ふか

め、

差別
さべつ

の解消
かいしょう

を妨
さまた

げている諸
しょ

要因
よういん

の解消
かいしょう

を図
はか

るため、必要
ひつよう

な啓発
けいはつ

活動
かつどう

を行
おこな

うものとする。

国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公共団体
こうきょうだんたい

は、障
しょう

がいを理由
りゆう

とした差別
さべつ

に関
かん

する相談
そうだん

や差別
さべつ

解消
かいしょう

に向
む

けた取
と

り

組
く

みを円滑
えんかつ

に行
おこな

うため、障害者差別解消支援地域協議会
しょうがいしゃさべつかいしょうしえんちいききょうぎかい

を組織
そしき

することができる。

国
くに

及
およ

び地方
ちほう

公共団体
こうきょうだんたい

は、障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

からの障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

に関
かん

する相談
そうだん

に的確
てきかく

に応
おう

じると

ともに、紛争
ふんそう

の防止
ぼうし

又
また

は解決
かいけつ

を図
はか

ることができるよう必要
ひつよう

な体制
たいせい

の整備
せいび

を図
はか

るものとする。 （5）地域
ちいき

協議
きょうぎ

会
かい

の設置
せっち

5

札幌市
さっぽろし

の取
とり

組
くみ

の実施
じっし

体制
たいせい

6　資料
しりょう

編
へん

4

札幌市
さっぽろし

の

新
あら

たな

取
と

り組
く

み

項
こう

　　目
もく

（4）法
ほう

の趣旨
しゅし

の

普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

これまでの啓発
けいはつ

、広報
こうほう

等
とう

を継続
けいぞく

して行
おこな

うほか、法
ほう

施行
しこう

を機
き

に、広報
こうほう

さっぽろや札幌市
さっぽろし

公式
こうしき

ホームページ
ほーむぺーじ

の活
か

用
つよう

、パンフレット
ぱんふれっと

の作成
さくせい

など、様々
さまざま

な機会
きかい

に障害者差別解消法
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

の趣旨
しゅし

に関
かん

する普及
ふきゅう

、啓発
けいはつ

等
とう

を行
おこな

う。

日常
にちじょう

生活
せいかつ

等
とう

のさまざまな場面
ばめん

における関係
かんけい

機関
きかん

が、情報
じょうほう

共有
きょうゆう

・協議
きょうぎ

を行
おこな

うことにより、それぞれの機関
きかん

が自
じしゅ

主的
てき

に差別
さべつ

解消
かいしょう

の取組
とりくみ

を推進
すいしん

することを目指
めざ

し、「札幌市
さっぽろし

共生
きょうせい

社会
しゃかい

推進
すいしん

審議会
しんぎかい

」を設置
せっち

する。

全庁
ぜんちょう

を挙
あ

げて取
と

り組
く

むこと、各部局
かくぶきょく

が所管
しょかん

する各種
かくしゅ

事業
じぎょう

の実施
じっし

において、法
ほう

の趣旨
しゅし

に鑑
かんが

み、可能
かのう

な限
かぎ

り、障
しょう

がいのある方
かた

への配慮
はいりょ

を行
おこな

うこと等
とう

を明記
めいき

。

障
しょう

がいのある方
かた

が差別
さべつ

と感
かん

じていること、障
しょう

がい者
しゃ

の差別
さべつ

に関
かん

する意識
いしき

調査
ちょうさ

アンケート調査
ちょうさ

結果
けっか

等
とう

を掲載
けいさい

。

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を提供
ていきょう

しやすくする環境
かんきょう

づくりのため、ヘルプマーク
へるぷまーく

等
とう

の制度
せいど

導入
どうにゅう

を検討
けんとう

ユニバーサルデザイン
ゆにばーさるでざいん

を意識
いしき

した取組
とりくみ

の検討
けんとう

障
しょう
がいのある方

かた
に対
たい
する接遇

せつぐう
の姿勢
しせい

や、札幌市役所
さっぽろしやくしょ

内部
ないぶ

の相談
そうだん

体制
たいせい

、職員
しょくいん

の研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

の機
き

会
かい
の確保
かくほ
等
とう
を記載
きさい
した「共生

きょうせい
社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む
けた札幌市

さっぽろし
職員
しょくいん

の接遇
せつぐうようりょう

要領」を制定
せいてい

。

既存
きそん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

を1次
じ
的
てき
な相談
そうだんまどぐち

窓口とし、さらに対応
たいおう

が必要
ひつよう

なケースは、「石狩圏域障
いしかりけんいきしょう

がい

者
しゃ
が暮
く
らしやすい地域

ちいき
づくり委員会

いいんかい
」において、協議

きょうぎ
・あっせんを行

おこな
うことと位置

いち
付
づ
け。


